
令和８年度広島県代表選考について 
 
代表選手・指導者の決定は、（一財）広島県水泳連盟選手選考委員会において行う。 
（選手選考の原案は、競技力向上委員会の各委員長がランクを付して提案する。） 
 
【競泳】 
◇令和８年度国民スポーツ大会 
１ 選考対象 
令和８年度国民スポーツ大会広島県予選会にエントリーした選手を選考対象とする。 
２ 選考方法 
① 個人種目 
・令和８年度国民スポーツ大会広島県予選会において、決勝で参加標準記録突破者を記録の高い順に

選考委員会に提出する。決勝で標準記録突破者がいない場合、予選で標準記録を突破している選手を

提出する。 
・成年については、参加標準記録突破した選手がいない場合、令和８年４月１日以降の長水路公認競

技会において、参加標準記録を突破している選手を選考委員会にランクを付して提案する。 
・少年については、参加標準記録突破した選手がいない場合、令和８年度国民スポーツ大会広島県予

選会にエントリーした種目に限り、中国高校選手権大会および広島県中学校選手権大会を追加選考大

会とする。ただし、リレー第一泳者の記録は対象外とする。 
② リレー種目 
・令和８年４月１日以降の長水路公認記録を基に競泳委員長が総合的に判断し提案する。 
③ 選考委員会終了後の種目追加 

・個人種目で選考された選手が選考の対象となった種目以外にも令和８年４月１日以降の⾧水路公認

競技会において参加標準記録を突破しており、且つ該当選手がいない種目がある場合は、監督の判断

により出場種目を追加できる。 

◇令和８年度中国五県対抗 
１ 選考対象 
令和８年度中国春季水泳競技大会にエントリーした選手を対象とする。 
２ 選考方法 
① 個人種目 
・予選・決勝を通してタイム上位者より、無差別区分およびジュニア区分各３名を選考する。 
・同タイムの場合は決勝タイムを優先する。 
・中学２・３年生の男女各３名以内（１名１種目）に特別枠を設ける。５０ｍ、１００ｍ、２００ｍ

種目としＢ指定選手の中から選考する。 
② リレー種目 
・各区分の監督が総合的に判断し決定する。 

 

◇令和８年度ねんりんピック 

 

広島県および広島市の予選会に出場した選手より選考する。 

 

◇令和８年度日本スポーツマスターズ 

 

広島県予選会に出場した選手より選考する。 



 

【水球】 
代表選手選考は高体連の試合結果や内容、高体連以外のメンバーの構成も踏まえて水球委員会が決定

した広島県選抜チーム監督が行い、水球委員会に原案を提出し、委員長が承認し選考委員会に提出す

る。 
◇令和８年度国民スポーツ大会 
1 選考対象 
中号五県対抗のメンバー13 名から 11 名を選抜する。 
２ 選考方法 
中国五県対抗の事前練習や試合内容、県高校選手権（6/20.21）の試合内容により、監督がメンバーを

水球委員会に提出する。 
◇令和８年度中国五県対抗 
１ 選考対象 
全日本ジュニア選手権中国予選会（2/7.8）・全日本ジュニア選手権（3/19～22）に参加した選手を中

心に、ゴールデンウィークの合宿を行い選抜する。 
２ 選考方法 
地区春季（4/25）および県総体（5/23,24）の試合内容および合宿内容を踏まえ監督がメンバーを選考

し、委員長が承認する。 
 
【飛込】 
◇令和８年度国民スポーツ大会 
1 選考対象 
（公財）日本水泳連盟指定競技会において標準点突破者を対象とする。 
２ 選考方法 
① 成年種目 

6 月最終週に開催予定の関西選手権大会又は 7 月 1 週目に開催予定の関東選手権大会における結果

を（公財）日本水泳連盟に報告し選抜される。 
② 少年種目 

7 月開催予定の中国高校選手権大会/全国ジュニアオリンピック中国ブロック予選 2 大会の結果を

（公財）日本水泳連盟に報告し選抜される。 
◇令和８年度中国五県対抗 
１ 選考対象 
年齢区分に準ずる種目が完成している選手を対象とする。 
２ 選考方法 
・前年度の競技会成績を前提に年齢区分、種目数などを参考に選考する。 
・エントリー種目によって、当該年齢の選手状況を加味し判断する。 
 
【ＡＳ】 
◇令和８年度国民スポーツ大会 
1 選考対象 
前年度のナショナルトライアル予選会にデュエット種目とチーム種目にエントリーした選手を対象と

する。 
２ 選考方法 
ナショナルトライアル本選成績を基準とする。 
・本選通過できなかった場合は、課題ルーティンを全部の組み合わせデュエットで泳ぎ、県内ジャッ

ジ有資格者で得点を出して選考する。 



・6 月末までにＡＳ委員会で参加者を協議し選考委員会に提出する。 
◇令和８年度中国五県対抗 
１ 選考対象 
中学 1 年生以上の選手を対象とする。 
２ 選考方法 
ユース世代のルールに適応したルーティンを泳ぐ能力のある選手の中から、種目を選定して、ＡＳ委

員会で協議をして選考委員会に提出する。 
 
【ＯＷＳ】 
◇令和８年度国民スポーツ大会 

１ 選考対象（該当年度中学３年生以上） 

令和 8年度国民スポーツ大会広島県予選会（以下、「国スポ予選会」とする）における下記の指定
種目にエントリーし、国民スポーツ大会参加標準記録（表 1）を突破した選手を選考対象とする 。 

表 1 
成年男子共通 長水路 1500ｍ自由形 １７：００．００ 
成年女子共通 長水路 800ｍ自由形  ９：４０．００ 

２ 選考優先順位 

選考対象となる選手の中から、以下の優先順位に従って代表選手を選出・選考委員会に推薦する 。 

①第 1優先：トップアスリート特別枠 

  (公財)日本スポーツ協会が定める特例措置により「トップアスリート特別枠（前年度日本選手権
10km において男女各上位 8 名に入った選手）」に該当する選手は、国スポ予選会の出場結果を問わ
ず優先的に選出する 。ただし、当該選手も国スポ予備エントリーは必ず行うこと 。 

②第 2優先：OWS 大会実績（ポイント制）に基づく選出  

第 1 優先に該当する者がいない場合、あるいは枠に空きがある場合、令和 7年度国民スポーツ大
会終了後から令和 8 年度国スポ予選会までの期間に開催された以下の OWS大会（5km の部以上）の実
績において、獲得した合計ポイントが最も高い選手を優先する 。 

(1) 令和 7年度 日本選手権水泳競技大会 (OWS 競技)：男女 1位(16 点)～16 位(1 点)  

(2) 令和 7年度 国民スポーツ大会 (OWS 競技)： 男女 1位(16 点)～16 位(1 点)  

(3) OWS オーシャンズカップ（※該当年度開催分）： 男女 1 位(12 点)～12 位(1 点)  

※合計ポイントが同点の場合は、上記大会(1)～()の順に該当する上位大会での順位が高い選手を
優先する 。 

③第 3優先：国スポ予選会（プール競技）の記録に基づく選出  

第 1 優先および第 2 優先（OWS 実績ポイント保持者）に該当する選手がいない場合、または選出され
た選手が辞退した場合、国スポ予選会にて参加標準記録（表 1）を突破した選手のうち、最も記録の高
い（速い）選手を選出する 。なお、同選手が辞退した場合は、次点の選手を繰り上げて選出する 。 


